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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月7日(2015.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　システムリレーＳＲ１は、直流電源Ｂの正極端子および電力線６の間に接続され、シス
テムリレーＳＲ２は、直流電源Ｂの負極端子および電力線５の間に接続される。システム
リレーＳＲ１，ＳＲ２は、制御装置３０からの信号ＳＥによりオン／オフされる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　以下、本明細書では、インバータによる直流交流電圧変換における、システム電圧ＶＨ
に対する交流電動モータＭ１への印加電圧（線間電圧の実効値）の比を「変調度」を定義
する。正弦波ＰＷＭ制御の適用は、基本的には、各相の交流電圧振幅（相電圧）がシステ
ム電圧ＶＨと等しくなる状態が限界である。すなわち、正弦波ＰＷＭ制御では、変調度を
０．６１までしか高めることができない。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　電流フィードバック部２３０には、ｄ軸電流指令値Ｉｄｃｏｍと算出された実際のｄ軸
電流ｉｄとの差ΔＩｄ（ΔＩｄ＝Ｉｄｃｏｍ－ｉｄ）、ならびにｑ軸電流指令値Ｉｑｃｏ
ｍと算出された実際のｑ軸電流ｉｑとの差ΔＩｑ（ΔＩｑ＝Ｉｑｃｏｍ－ｉｑ）が入力さ
れる。電流フィードバック部２３０は、ｄ軸電流差ΔＩｄおよびｑ軸電流差ΔＩｑのそれ
ぞれについて、所定ゲインによるＰＩ（比例積分）演算を行なって制御偏差を求め、この
制御偏差に応じたｄ軸電圧指令値Ｖｄ♯およびｑ軸電圧指令値Ｖｑ♯を生成する。さらに
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、電流フィードバック部２３０は、交流電動モータＭ１の回転角θを用いた座標変換（２
相→３相）によって、ｄ軸電圧指令値Ｖｄ♯およびｑ軸電圧指令値Ｖｑ♯をＵ相、Ｖ相、
Ｗ相の各相電圧指令Ｖｕ，Ｖｖ，Ｖｗに変換するとともに、各相電圧指令値Ｖｕ，Ｖｖ，
Ｖｗに従ってスイッチング制御信号Ｓ３～Ｓ８を発生する。インバータ１４がスイッチン
グ制御信号Ｓ３～Ｓ８に従ったスイッチング動作により、交流電動モータＭ１の各相に疑
似正弦波電圧が生成される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　最低電圧算出部３４０は、交流電動モータＭ１の目標トルク（トルク指令値Ｔｑｃｏｍ
）を実現し得る昇圧コンバータ１２の出力電圧の最低値としての最低電圧ＶＨｍｉｎを、
目標トルクから算出するための機能を有する。最低電圧算出部３４０は、目標トルク（ト
ルク指令値Ｔｑｃｏｍ）と交流電動モータＭ１の回転速度Ｎｍｔとをパラメータとして有
するマップに従って、上記の最低電圧ＶＨｍｉｎを算出する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　このようにして設定された電圧指令値ＶＨ＃と、現在のシステム電圧ＶＨに基づき、電
圧フィードバック部５５０は、昇圧コンバータ１２の出力電圧が電圧指令値ＶＨ＃となる
ように、所定のＰＷＭ制御方式に従って、スイッチング制御信号Ｓ１，Ｓ２を生成する。
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